
  

 

 

「JAの自己改革に関する組合員調査」にかかる 

組合員への詐欺事件の発生について（注意喚起） 

 

 

見出しの件につきまして、他県 JAにて、全組合員調査中の JA職員を装った者によるキ 

 

ャッシュカード詐欺事件が１件発生しております。 

 

 

記 

 

概  要 

○ 某ＪＡ○○支店管内で、Ａと名乗る職員が、組合員様宅に電話を行い、「現在、

ＪＡでアンケートを行っており、アンケートに答えてもらうと還付金２万円がも

らえる。部下のＢという者が回収に伺うので渡してほしい」旨の話があった。 

 

○ 組合員は、先日ＪＡ職員が訪問し全組合員調査の調査票を置いていったことか

ら、そのことだと思い、自宅にいる旨を伝えた。 

 

○ その後、部下のＢ（以下「偽ＪＡ職員」と呼ぶ）が、組合員様宅に実際に訪問

し、「還付金をもらうにはキャッシュカードが必要です。現在、キャッシュカード

も新しいものに交換しているので、古いキャッシュカードを回収させてもらいた

い」旨の話があり、キャッシュカード（ＪＡおよび他行のもの）を偽ＪＡ職員に

預けるとともに、暗証番号も教えてしまった。偽ＪＡ職員は、「本日 17 時頃に新

しいカードを持参する」旨を組合員様へ伝えて去った。 

 

○ その後、近所のコンビニエンスストアのＡＴＭで現金が引き出された。 

 

○ 組合員様から某ＪＡ○○支店へ「キャッシュカードはまだ持ってこないのか」

との問い合わせで詐欺事件が発覚した。現在、警察にて捜査中となっている。 

 

 


